
平成 30 年 7 月 12 日 

経 済 産 業 部 

 

世田谷区版図柄入りナンバープレート(寄付金付き)の取組みについて 

                          （情報提供） 

 

1 経緯 

  平成 30年 10月から世田谷区版図柄入りナンバープレートの交付が開始される

予定です。区では、昨年度に区民等からのデザイン公募を行い、昨年 10 月開催

の区制 85 周年式典において、デザインが決定されたところです。現在、国土交

通省とデザインの最終確定に向けて調整を進めており、今月に確定予定です。 

  また、図柄入りナンバープレートにはカラー版とモノトーンの 2 種類があり、

なかでもカラー版については、寄付金付きナンバー（国の想定では、最低金額

1,000円）として取付けの際、寄付金を支払うようになります。この寄付金の使

途について国土交通省は、各自治体から意見を聴くこととしておりますが、その

意見聴取の手法については、各自治体に委ねられている状況です。 

 

2 国が示す寄付金の考え方 

  「地方版図柄入りナンバープレート導入要綱（平成 29年 5月 国土交通省自動

車局）」抜粋より 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3 今後について 

  国土交通省では、10 月の交付開始以降の寄付金の管理状況を把握しながら、

事業内容や配分等について検討していく予定です。 

 ※現時点では、国からの情報量も少なく、具体の動向が明確になっておりません。 

 

 

 

 

 

 

【6 寄付金の管理・配分】 

 ・対象地域の地域交通のサービス改善、観光振興などに活用する。 

・寄付金の使途の選定にあたっては、対象地域毎に協議会を設置し、具体的

事業の内容の検討と対象事業者の選定を行う。 

・協議会には、対象地域の地方公共団体が中心となり、地方運輸局、交通事

業者、観光事業者などが参画するものとする。 

資料６ 



＜参考＞ 

主な経過 

平成 24年 7月 「ナンバープレートのあり方に関する懇談会」 

ご当地ナンバーについて平成 26年度中実施の方向性をまとめる 

平成 25年 7月 ご当地ナンバー審査会の開催（国） 

平成 25年 8月 導入地域の公表（国）※世田谷区含む 

平成 26年 11月 世田谷ナンバー交付開始 

平成 27年 8月 

～28年 5月 

図柄入りナンバーの制度検討会の開催（国） 

平成 29年 5月 図柄入りナンバープレート募集（国） 

平成 29年 10月 国へデザイン申請（区） 

平成 30年 7月 図柄入りナンバープレートデザイン確定（国） 

平成 30年 10月 図柄入りナンバープレート交付開始(予定) 

 

図柄入りデザインナンバー 

   世田谷区：「多摩川とサギソウ」 

    

カラー版（寄付金付き） 

 

    

モノトーン（寄付金なし） 

 

担当 経済産業部産業連携交流推進課 小泉、佐藤(友) 

               電話 03－3411－6644 

メール sea03647@mb.city.setagaya.tokyo.jp 


